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Pl−192　当院 にお ける潰瘍性大腸炎合併妊娠例 の 臨床的検討
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【目的】潰瘍性大腸炎 （UC ）は 20〜30才代 の 女性 に好 発 す る た め妊 娠 に 合併す る こ と もある．今 回 当 院 で 管理 した UC 合併
妊娠例 の 臨床経過を検討した．【方法】平成 16〜20年に当院で 管理 した UC 合併妊娠症 例 5例 を対象 と し，周産期予 後 と妊

娠〜産 褥期 にお ける再燃 ， 重症化 に つ き検討した，【成績】対象の 平均年齢は 32．4± 4．0才，初産婦 4例，経産婦 1例 で あ っ た．
平均発症年齢 は 2［7．8 ± 2．6才，妊娠時 まで の 平均罹病期間 は 4．6± 3．9年 で あ っ た．UC の 病型 は全大 腸 型 が 2 例，直腸型が 3
例 で あ っ た．全 大 腸 型 の 1 例 は妊 娠 5年前 に 大腸全 摘出術の 既往が あ っ た，妊 娠時の 重症度は軽症が 2 例，中等症 2例，活動
性 は緩解期 2 例，活動期 2 例 で あ っ た （大腸全摘出術後例 は除 く）．治療 は 無治療が 2 例，メ サ ラ ジ ン の みが 1例 ，メ サ ラ ジ

ン と プ レ ドニ ゾ ロ ン の 併用 が 2例 で あっ た．妊娠中に 増悪 した例 は 1例で 妊娠時の 重症 度は 中等症 活動期 の 状態で，メ サ ラ

ミン とプ レ ドニ ゾロ ン の 併用 で 管理 して い た．妊娠 31週に増悪 した が，絶食，輸液，プ レ ドニ ゾ ロ ン の 増量 に て改 善 した．
ま た．産褥期 の 増悪 は 1例 で ，妊娠時の 重症度は 中等症 活動期の 状態で ，メ サ ラ ミ ン とプ レ ドニ ゾロ ン の 併用 で 管理 して い

た．産後 3週目に増悪 したが，プ レ ドニ ゾ iirン の 増 量 に て 改善 した ，分娩時期 は全例 が 正 期 産 で ，平均分娩週数 は 39．3　±　1．2
週 で あ っ た．分娩様式 は 4 例が自然経腟分娩 1例が 既往帝王 切開の た め帝王 切開 に よ る分娩となっ て い る．児 は全例が AFD
児で ，奇形は 認め なか っ た，【結論】UC 合併妊娠例 の 周産 期予後 は 良好で あ る．一

方，活 動 期 の 状 態 で 妊娠 成 立 した際 に は，
妊娠〜産褥期 に増悪す る可能性が あ り，卜分に注意が必要 である．

P1−193　妊娠高血 圧症候群を伴 わ ない Reversible　pesterior　leukoencephalopathy　syndrome （RPLS ）合併妊娠 の 1例
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【症 例】32歳，初 妊 婦．前医で 妊娠管理 し，妊娠高血圧 症候 群 は 認め な か っ た．妊娠 37週 0 日に 左上 肢 の 間代性痙 攣が 出現
し，全般化 して 意識消失 し，当科へ 緊急 母体 搬 送 とな っ た，来院時 ， Japan　ComaScale　I−2，左上 下肢 に弛緩性麻痺，間代性
痙攣，深部腱反射亢進を認め，血 圧 134／1031nmHg，尿蛋白陰性で あ っ た．　MRI で 右被殻

〜
尾状核頭部〜傍側 脳 室 自質，右 前

頭葉頂部 に T2 強 調画像 と拡散強調画像 で 高信号域 を認め，　MRA で 右中大脳動脈 の 狭小化を認 め，　RPLS が疑 わ れ た．ジ アゼ

パ ム 反復投与に もかかわらず間代性痙攣が続くた め，急速遂娩の 方針とし，同日，全身麻酔下 で 緊急帝王切開術を施行 した．
児は 2364g の 男児 で Apgarス コ ア 1 分後 1 点，

5 分後 2 点，臍帯動脈Wt　pH7 ．342で あ っ た．術後 人工 呼吸管理 下 に鎮静 し，
フ ェ ニ トイ ン と塩 駿 ジ ル チ ア ゼ ム 投与，ス テ ロ イ ドパ ル ス 療法 を行っ た．術後 2 日に抜管後，軽 度 の 左 片麻痺を認 め て い た，
術後 3 日の MRI

，　MRA で左前頭葉頂部 に もT2 強調画像，拡散強調画像で高信号域 が 出現 し，両側中大脳動脈と右前大脳動
脈 の 狭小化を認め た．脳 血 管攣縮 は増悪 し，脳梗塞も合併 し て い た た め，脳 梗 塞 の 治療 な らび に 脳 血 管攣 縮 に対 して 塩 酸 フ ァ

ス ジ ル の 投与 と塩 酸 ジル チ ア ゼ ム の 再投与を開 始 した．術 後 16日の MRI ，　 MRA で 右前頭葉頂部の 脳 梗 塞 巣以 外の 所見 は 改
善 し，左片麻痺も順調 に 回復 し，術後 28 口 に退 院 とな っ た．臨床症状 と画像所見 の 改 善 よ り脳 梗塞 を伴う RPLS と 最終診 断
した．【ま と め 1妊娠高血 圧 症 候群 ，HELLP 症候群 に合併す る RPLS の 報告は散見 さ れ る もの の，本症例の よ うに基礎疾患 を

有 しない 妊娠中の RPLS 発 症 例 は極め て 稀 と考えられ た．

Pl−194　ベ タメ タゾ ン が著効 した リ ンパ 球性下 垂体炎合併妊娠 の 1症例
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妊娠中に出現す る 視野障害の 原 因 に は下 垂体腺腫や 妊娠性機能的肥 大 の 他，極 め て 稀 な 疾 患 と して リ ン パ 球性下 垂体炎 が あ
る．リ ン パ 球性下 垂体炎と は，ド垂体に リン パ 球が浸潤す る慢性炎症 性疾患で，頭痛，視野 ・視力障害などの 下 垂体腫瘍に 類
似 した 症状が 比 較 的 高頻度に み られ る．そ の ほ とん どは 女性 で，そ の 約半数が 妊娠第 3 期 また は 分娩 後 1年以 内に発症す る．
病因病態に つ い て は不明な点が 多い が，現在で は内分泌臓器 に対する 自己免疫学的異常 に起因する と考え られて お り，
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に副腎皮質ス テ ロ イ ド剤 の 投与 に よ る 治 療が 行わ れ て い る．今回我 々 は，妊 娠 中 期 に発 症 した視野障害で，リ ン パ 球性 下垂体
炎を強 く疑い ，ス テ ロ イ ド治療 が著効 した症例を経験 した の で 報告 する．症例 は 28歳 の 初産婦，妊娠 30週 頃 か ら視 力低 下 を

自覚 した．そ の 後急速 に 症状の 悪化を認 め た た め 当 院眼 科 を受診 し，両耳側半盲 ・右視力低下 お よび MRI 検査 で トル コ 鞍内
か ら鞍 上 部に突出す る腫瘤を認め た．ま た，ACTH ・LH ・FSH ・TSH の

『．
ド垂体前葉機能 も低 ドして い た．リ ンパ 球性下 垂体

炎 を 強 く疑 い ，早期 の 妊娠終了 後母 体 の 集中治療 を行 う方針 とした．妊 娠 34週 に入 り，児の 肺成熟の 促進を 目的にベ タ メ タ
ゾ ン の 投与 を行 っ た．妊娠 35 週 1 日に 選択的帝 王切 開術 で 2220gの 女児 を Apgar 　score 　8／9 で娩出 した，術直前 の ベ タ メ タ

ゾ ン の 投与に よ り視野 は 改善傾向を 示 し，更 に術 後 か ら連 EIの ブ レ ド ニ ゾ ロ ン の 大 量 投与 で 視野 は劇的 に改善した，　 MRI
上 も下垂体部の 縮小を認め た．そ の 後 ス テ ロ イ ドを 漸減 して も症状 の 悪化 は な く．現在内服治療に 変更し，外来で 経過観察中
で ある．リ ン パ 球性下 垂体炎合併妊娠 に つ い て 文献的考察 を加 え て報告す る．
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